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北ガスグルメチケットの
スマートフォンでの決済をスタート

～ 飲食店とともに地域活性化へ貢献 ～
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北ガスグルメチケットのスマートフォンでの決済をスタート

 「北ガスグルメチケット」を紙からスマートフォンで決済できる仕組みとすることで、
飲食店と、飲食店をご利用のお客さま双方の利便性を向上させる。

 新型コロナウイルスの感染拡大が長期化し、飲食店経営への影響も大きくなる
中、今後も飲食店との関係を一層強化しながら、地域経済の活性化に向けた
取り組みをお客さまとともに進めていく。

目的

北ガスグルメチケットとは
 北ガスグルメチケットを利用できる登録店（以下、北ガスグルメパートナー）で使用
可能な飲食店クーポン券

 北ガスの電気のお客さまに付与される「北ガスポイント」と交換することで取得可能

2018年～ 2022年6月～

利用者：紙チケットを携帯する必要
あり。利用単位は500円

飲食店：紙の管理や精算業務の
オペレーションが発生

利用者：チケットの交換から使用まで
スマホのみで完結。
1円単位で利用が可能

飲食店：紙の管理や請求オペレー
ションが不要に

チケットの利
用をサポート
するWebサイ
トも充実

見 本

※これまで発行済の紙チケットも期限内で利用可能



チケット利用方法

お店で利用するポイントを入力 スタンプを押してもらい利用完了！

１

・北ガスのエネルギー（ガス・電気）をお使いの飲食店が登録する店舗ネットワーク
・全道各地の877店舗※が登録 ※2022年3月末時点

「北ガスグルメパートナー」で北ガスグルメチケットが利用可能

３２

北ガス省エネサポートサービス
「TagTag」で北ガスポイントを
北ガスグルメチケットに交換！

北ガスWebサイトで登録店の検索が可能
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北ガスグルメチケットのスマートフォンでの決済をスタート



札幌市の補助金事業（飲食店応援事業）の実施

今回の仕組みを利用した飲食店応援キャンペーンが、札幌市の「札幌市商業者
グループデジタル販促応援事業補助金」に採択され、今秋実施予定

飲食店の火を絶やすな！
北ガス飲食店応援キャンペーン

 2,000円以上のご飲食の際に使えるグルメチケット（500円OFFの
特別クーポン）を進呈予定

 札幌市内の参加飲食店で毎日、1日1回限り利用可

札幌市商業者グループデジタル販促応援事業補助金とは・・

• 新型コロナウイルスの感染拡大の長期化により、経営上大きな影
響を受けている小売、飲食、生活関連サービス業をはじめとする札
幌市内商業者の売上回復を図るため、市内商業者グループが取
り組む「デジタル」を活用した販売促進活動に対して、その費用を
札幌市が補助する事業
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「北ガスの電気」のご契約で年間５００ポイントを贈呈！

100P

ペコママネー

100円分

セイコーマート全店で使え
る電子マネーです。お持ち
の「Pecomaカード」へ簡
単チャージ！

100P

エムアイポイント

100円分

北ガスポイント100ポイン
トをエムアイポイント100
ポイントとして、ポイント移
行できます！

その他にも！ さまざまなサービスに交換できます！

自治体等への寄付、機器購入、ハウスクリーニング、北ガスクッキングスクールの料金充当等・・・
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（参考）北ガスポイントサービス

160～1,000P

100～400P

500P

北ガスグルメチケット

北ガスグルメパートナー登
録店舗で使用できる電
子クーポンです。1円から
ご利用可能！

デジタルギフト

各種

※対象：以下の「北ガスの電気」メニューをご契約中で、かつ北ガスマイページ「TagTag」に会員登録いただいているお客さま（対象メニュー：
「従量電灯Ｂプラス」「従量電灯Ｃプラス」「従量電灯Ｂメイト」「従量電灯Ｃメイト」「従量電灯Ｂ」「従量電灯Ｃ」「E+Ene北ガスの電気」
「EMINELプラン」「46従量電灯B」）。

※1ポイント1円相当で利用可能、36ヵ月間有効。
※ポイント交換先情報は2022年5月現在（北ガスグルメチケットのスマホ決済利用は6月1日より）。予告なく変更となる場合があります。

SAGATIK・

北ガス各支店窓口で

商品交換

（対象のお客さまに対して毎月40P付与。12か月目は60P付与で年間500P付与）
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ペーパーレスで
エコにも

つながります！

おうちの省エネを快適にサポートするWebサイト

北ガスポイントの確認・交換ガスや電気のご使用量・料金の閲覧、過去との比較

省エネアドバイスの配信 生活に役立つ情報の配信

（参考）北ガス省エネサポートサービス「TagTag」



参考資料
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2050年以降のカーボンニュートラル時代を展望しつつ、2030
年を中間点として位置づけ、北ガスグループのさらなる成長を
図り、省エネを基盤としてあらゆる手段、可能性を探りながら、
脱炭素社会への備えを進めていきます

資源・環境制約が強まる中、次世代プラットフォームの構築に
よるデジタル化で省エネの定量化と価値化を図り、デマンドサイ
ドデータ活用による総合エネルギーサービス事業への展開を推
進し、量の拡大に依存しない価値創造型の強固な事業基盤
を構築していきます

地方自治体さま等との連携により、地域資源の活用に北ガス
グループの総力をあげて取り組み、全道への展開と新たな事業
の可能性を追求していきます

従来の慣行から抜け出し、非効率・不合理なものを排除し、
事業にとって最適なものを追い求めるとともに、DXを最大限
活用、機能させ、業務改革を遂行していきます
※北ガスグループ内全業務のペーパーレス化を達成
（2023年12月末まで）

次代を担う人材として、資格取得等により実践的で高度な専
門家集団、DX推進人材等、北ガスグループ全体での人材育
成を推進し、北ガスグループ機能の強化を図っていきます

社会、経済の急激な変化、災害等に迅速・柔軟に対応でき
るよう、DX活用により日常の中に備えを作り込み、意思決定
の迅速化と明確化の基盤を構築していきます

総合エネルギーサービス事業の
推進による徹底的な省エネと
2030年以降の早期に
CO2ピークアウトを目指し
あらゆる手段、可能性を探り、
備えを進めていく

2050年以降のカーボンニュートラルを展望しつつ、2030年を中間点と位置づけた
経営計画「Challenge2030」の達成に向けて、北ガスグループの総力を結集して挑戦していく

天然ガス
天然ガス普及の最大化

省エネによるCO2削減

再生可能エネルギー
カーボンニュートラルメタン
水素
CCUS・CCS（CO2回収・貯留・活用技術）
CO2クレジット
森林吸収 等

エネルギー量
CO2量

価値創造型事業基盤構築期

脱炭素化への取り組み拡大期

事業成長を図りながら
脱炭素社会への備えを
進めていく

北ガスグループ経営計画「Challenge 2030」
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総合エネルギーサービス
事業の進化による分散
型社会の形成

・天然ガス普及の最大化と徹底的な省エネ
の訴求

・「ガスマイホーム発電＋エネルギーマネジメ
ントシステム（EMS）」の標準化

・都心部再開発における分散型EMSの導
入促進

・デジタル活用によるお客さまサービスの強化

１ 2
・省エネの定量化と価値化

・カーボンニュートラルエネルギーの提供

・低・脱炭素に資する次世代技術への挑戦

・再エネ電源開発と地域の低・脱炭素化

カーボンニュートラル
への挑戦 3

・業務プロセスの見直しと事業コストの徹
底的な削減

・環境変化を踏まえた地域に適した事業
インフラの構築

・高度な専門性を有する人材・組織への
変革

デジタル技術の活用
による事業構造変革

ガスマイホーム発電「コレモ」 稚内風力発電所 上士幌町における
エネルギー地産地消型エネルギーモデル

札幌市北4東6周辺地区における
地域エネルギーマネジメントシステム

EMINEL ガススマートメーター

・あらゆる情報を高度に連携し、需
要と供給を最適化
・業務プロセスを抜本的に変革し、高
付加価値型の強固な事業基盤を
構築

次世代プラットフォームを
活用した事業構造変革

2050年を見据えた2030年までの取り組み


